
《霞が関支部》 

 

(賀詞交歓会) 

  恒例の賀詞交歓会は、令和 8年 1月 22 日（木）に四ツ谷駅前の「主婦会館

プラザエフ」において、午後 4時より 90 名の参加をいただきました。 

  はじめに、当支部の羽毛田信吾支部長より開会の挨拶があり、引き続き、 

木谷豊副支部長の乾杯の

発声により賀詞交歓会が

開始されました。 

 

  

その後、大竹和彦理事長から日本年金機構の現状報告と役員紹介を含めてご

挨拶をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 上は 95 歳、下は 53 歳

の実に 42 歳も年の離れ

た会員がいる霞が関支部

は、世代感覚は違えども、

社会保険という同じ釜の

飯を食べた者同士として、

懇親を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の雰囲気も時間の経過とともに盛り上がり、歓談の声が絶えず盛会の中で

したが、午後 5 時 30

分になり、若い年代の

中から加藤英明厚生

労働省年金局会計室

長の中締めにより、一

旦お開きとなりまし

た。 

しかし、その後も             

歓談が絶えず、閉会は

午後 5時 50 分になり

ました。 

 


